












会 期:平 成2年11月27日㈹ ～12月7日㈹
(休館 日:日 曜 日,11月30日)
午前9時30分～午後4時30分
会 場:京 都大学附属図書館展示 ホール
重要文化財範國記
京都大 学 附属 図書館
1990
狛…ロ挨 拶
この たび平成2年 度秋季展示会 「和漢書 古典籍 のさま ざま 」を開
催す るに あた り御挨拶 申し上げ ます。'
本館 では開館 以来 、所蔵資料 の紹介を兼 ねて、 しば しば各種 の展
示会 を開催 して お ります。今回 は 「和漢書古 典籍 のさ ま ざま 」と題
して、 附属図書館所蔵 資料の中か ら、第一部 として重要 文化財指 定
図書 を、第 二部 として 名家伝 承本を中心 とした貴重書を 展示 いた し
ます。学 術研 究 上貴重 な これ らの資料 は、文 化財保護 の見地か ら も、
その保存 並びに取扱 いに、格 別 の配慮が必要 で あるため、平素 は研
究 の用に供す る時 のほかは、恒温恒湿の貴重書 庫 に収納 し、大切 に.
保存 して います。
このたびは 「教育 ・文 化週 間 」の趣 旨に従 い、重要文化財 に対 す
る理解 と関心 を深 めて いただ くため、.それ らを学内 ・孚外 に広 く公
開す る ことに しま した。 それ と同時に、第二部 で は名家伝承本を 主
b争
と して 展示 して、奈良時代か ら江戸時代 にか げての、和漢古典籍 の
様 々な形態(書 誌学的)も あわせて鑑 賞 して い ただけるよ うに配 置
いた しま した。 これを機会 に古 典籍への関心 をよ り一層 お持 ちい た
だけれ ば と考 えて おります。
今回 の展示 の会開倦 に当 りま して・ 文学部教授 安田 章氏 にひ と




西 田 龍 雄
第1部 重要文 化 財指定図 書
1,萬 葉 集(尼 崎 本)
.巻16・
2.古 今 集 注(巻18以 下 欠)
20巻
3.御 注 孝 経 残 巻
4.古 文 孝 経:
5.易 学 啓 蒙 抄
6.易 学 啓 蒙 通 釈 口 義























18.標 題 補 注 蒙 求
19.六 稲 冒
20.六 稲 秘 抄
21.司 馬 法
22.三 略 秘 抄
23.三 略 抄






















































嘉 靖11年～隆 慶元年 間謄写






5.石 清 水権 別 当宗 清 願 文
藤 原 孝 範
建 保6(1218)年
6.景 徳 傅 燈 録
(宋)道原 著 宋 版
7.景 徳 傅 燈 録
(宋)道原 著 元 版
延祐3(1316)年
8.景 徳 傅 燈 録
(宋)道原 著
延 文3(1358)重刊 五 山 版
9.太 平 御 覧
(宋)李防 等 奉 勅 撰
太平 興 国8(983)年宋 版
近 衛 文 庫
10.医学 入門
(明)李挺 謹 述 ・李 聡 校 字


















(朝鮮)呉 道 一 撰.




行 書 活 字 版
平松 文 庫
15.吉記1巻
吉 田経 房 著
承 安3(1173)年作 古 写
16.後漢書33冊
(宋)苑曄 撰 慶 長古 活 字 版
中 院文 庫
17,眠江 入 楚4冊
中 院 通 勝
慶 長3(1598)年成 立
18.眠江 入 楚 序 一1巻
中 院 通 勝 自筆
19.詠歌 一 髄
































































神 代 巻 慶 長4(1599)年
慶 長 勅 版
1冊
